
 

令和 8年度プロジェクト・サイクル・マネジメント（PCM）手法研修 

（モニタリング・評価コース）開催要綱 

 

1. 研修目的 

援助団体で常時使用される事業管理手法を学ぶことを通じて、今後、国際赤十字で活動 

することが予想される職員が、派遣先での円滑な業務遂行を実施できるようになること。 

 

2. 研修内容（PCM手法について） 

PCM手法とは、開発援助プロジェクトの計画、実施、評価という一連のサイクルを 

「プロジェクト・デザイン・マトリックス」と呼ばれるプロジェクト概要表を用いて運営 

管理する手法のことをいう。 

   PCM手法の研修は、「計画・立案コース」と「モニタリング・評価コース」の 2段階で 

構成されている。 

 

3. 研修日程 

  令和 8年 8月 21日（金）9：30 ～ 8月 23日（日）17：00 

 

4. 研修会場 

  日本赤十字社 本社 101会議室 

   東京都港区芝大門 1丁目 1-3 

 

5. 研修対象者 

  以下の要件をすべて満たす者 

（1）一般財団法人国際開発機構（FASID）が主催する PCM研修の「計画・立案コース」 

（3日間以上で実施のもの）を修了し、さらに理解度認定試験に合格していること。 

※ただし、令和 8年度同研修「計画・立案コース」の参加者については同研修受講から 

本研修応募締切までの期間が短いため、要件（1）および（2）については「受講予定・

理解度テスト合格の見通し」として応募を可とする。 

（2）平成 15年以降に「計画・立案コース」を受講した者は、Cランク以上に認定されている

こと。 

（3）国際救援・開発協力要員研修Ⅱ（IMPACT）または国際救援・開発協力要員基礎研修

（BTC）を修了している職員または、IMPACT受講予定の職員。 

 

6. 講師 

 一般財団法人 国際開発機構（FASID）講師 

別紙 



 

7. 費用 

   受講料及び教材費は無料。 

研修参加にかかる旅費については、支部・施設所属の方は国際医療救援事業交付金の

対象となり、おって申請・充当すること。 

   尚、同交付金の旅費の扱いについては、日本赤十字社旅費規則に基づき支給すること。 

（令和 7年 10月 27日付「人企第 142号「日本赤十字社旅費規則の改正等について」参照）。 

 

8. 研修申込み 

   下記QRコードより、申込期限までにお申込みください。 

   QRコードでの申込みが難しい場合は、下記担当者までご連絡ください。 

 

 

   （１）担当者 

       熊本赤十字病院 国際医療救援部 救援課 富田 香秀 

   （２）連絡先 

      電話：096-384-2111（代表） 

      E-mail： kokusaiq@kumamoto-med.jrc.or.jp 

 

9. 申込期限 

  令和 8年 6月 30日（火） 

 

10. 受講決定連絡 

受講決定の連絡につきましては、申込期限後 1～2週間以内に、ご担当者様の電子メールア

ドレスあて事務連絡の予定。 


